
市
民
文
化
賞

市の文化振興に寄与

　
昭
和
58

年
、
笑
福
亭

笑
三
と
し
て

初
舞
台
を
踏

み
、
62
年
に

三
喬
、
そ
し

て
平
成
29
年
10
月
に
は
七
代
目
笑
福
亭
松
喬

を
襲
名
。
そ
の
卓
越
し
た
話
芸
と
所
作
が
評

価
さ
れ
、「
第
１
回
繁
昌
亭
大
賞
」
な
ど
数
々

の
賞
を
受
賞
。
現
在
、
上
方
落
語
協
会
の
理

事
を
務
め
る
。
上
方
落
語
界
の
中
心
的
な
咄

家
（
は
な
し
か
）
の
１
人
と
し
て
、
全
国
各

地
で
落
語
の
魅
力
を
発
信
し
、
伝
統
芸
能
の

普
及
に
貢
献
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
西
宮
市
文
化
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
委
員
、
西
宮
市
文
化
振
興
財
団

理
事
を
務
め
る
な
ど
、
行
政
推
進
に
寄
与
。

一
方
で
は
、
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
公

民
館
活
動
推
進
員
会
講
座
」
や
西
宮
市
文
化

振
興
財
団
が
主
催
す
る
北
部
地
域
で
の
出
前

寄
席
「
ゑ
び
す
寄

席
」
に
長
年
に
わ

た
り
出
演
し
、
市

民
が
地
域
で
身
近

に
古
典
芸
能
に
触

れ
る
機
会
を
提
供

す
る
な
ど
、
本
市

の
市
民
文
化
の
向

上
に
大
き
く
貢
献
。

　
演
劇
評
論
家

と
し
て
執
筆
業

に
入
り
、
雑
誌

「
関
西
文
学
」

編
集
長
を
２
期

15
年
、
N
H
K

番
組
審
議
員
、

神
戸
夙
川
学
院
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
個
人

事
務
所
開
設
後
、
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
事
業
の
企
画
や
、
文
筆
活

動
、
講
演
活
動
等
を
行
い
、
大
阪
市
「
咲
く
や

こ
の
花
賞
」
や
「
兵
庫
県
文
化
賞
」
な
ど
を
受

賞
。
現
在
、
阪
急
文
化
財
団
理
事
や
文
化
庁
芸

術
祭
審
査
員
も
務
め
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
現
在
、
兵
庫
県
立
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
の
特
別
参
与
と
し
て
地
元
ゆ

か
り
の
企
画
を
手
が
け
る
と
と
も
に
、
西
宮
市

文
化
振
興
財
団
の
評
議
員
を
務
め
る
。「
阪
神

間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
名
付
け
親
で

あ
り
、
市
民
参
加
の
講
義
事
業
「
西
宮
文
学
案

市民文化の向上に貢献

12/８・1５
フレンテ
ホール

専門家が最先端の科学を分かりやすく解説

日程 テーマ（講師）

12/８（土）
午後2時から

重力波天文学の夜明け
（京都大学名誉教授、東京大学カブリ数物連携宇宙研究
　機構特任教授・佐々木節さん）

12/1５（土）
午後2時から

量子コンピュータ：宇宙最強のコンピュータへの挑戦
（京都大学大学院理学研究科特定准教授・藤井啓祐さん）

　
市
は
、「
平
成
30
年
度
西
宮
市
民
文
化
賞
」
の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、
文
化

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
河
内
厚
郎
さ
ん
、
落
語
家
の
笑
福
亭
松
喬
さ
ん
の
お
二
人
で
す
。

　
同
賞
は
、
学
術
・
芸
術
・
体
育
・
社
会
事
業
・
生
活
文
化
等
に
功
績
が
あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
贈
呈
式
は
、
11
月
24
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
市
役
所
東
館
８
階
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
は
秘
書
課
（
0
7
9
8
・
3
5
・
3
4
3
2
）
へ
。

申
込

▪ハガキの場合
講座名、住所、氏名（ふりがな）、年齢、参加希望日（両日かい
ずれか１日）、電話番号、在住・在勤・在学のうち該当するもの
を書き、１１月１6日（必着）までに生涯学習推進課

　（〒662ー09１１池田町１１ー１）へ。１人１枚。
　　重複申込不可
▪市のホームページからの場合

ページ番号：43１8１１１9

　
市
は
、「
西
宮
湯
川
記
念
賞
」
の
受
賞
者
を
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
立
教
大
学
理

学
部
物
理
学
科
准
教
授
・
小
林
努
さ
ん
で
す
。

　
贈
呈
式
は
、
12
月
8
日（
土
）午
後
1
時
か
ら
フ
レ
ン
テ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
（
0
7
9
8
・
3
5
・
5
1
6
6
）
へ
。

　市は、「西宮湯川記念科学セミナー」をフレンテホールで開催し
ます。基礎科学に対する正しい知識を学び、科学への関心を高
めてもらうため、専門家が最先端の科学を分かりやすく解説し
ます。
　日程・テーマなどは下表のとおり。在勤・在学者可。受講料
無料。定員各200人。多数の場合抽選。
　また、１２月８日のセミナー開始前（午後１時から）には「西宮湯
川記念賞贈呈式」を開催し、今年度の受賞者である小林努さんか
ら、受賞した感想や研究についてのお話を聞くことができます。

　
西
宮
湯
川
記
念
賞
は
、
故
湯
川
秀
樹
博
士
が
本
市
在

住
中
に
提
唱
し
た
中
間
子
論
に
よ
り
、
日
本
人
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
市
の
誇
り
と
考
え
実

施
し
て
い
る
「
西
宮
湯
川
記
念
事
業
」
の
一
つ
で
す
。

理
論
物
理
学
分
野
で
極
め
て
優
秀
な
成
果
を
修
め
た
40

歳
未
満
の
若
手
研
究
者
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、
同
研

究
者
の
中
で
、
登
竜
門
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
昭
和
61
年
に
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
延
べ
39
人
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
小
林
さ
ん
の
受
賞
研
究
は
、「
最
も
一
般
的
な
単
一
場
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
宇
宙
論

の
構
築
」
で
す
。
こ
の
研
究
は
、
理
論
物
理
学
の
「
物
性
」、「
素
粒
子
」、「
原
子
核
」、

「
宇
宙
」
の
4
分
野
の
う
ち
、
宇
宙
の
分
野
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

宇宙の分野に貢献 湯
川
記
念
賞

湯川記念科学セミナー

文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

河
内
厚
郎

か
わ
う
ち

あ
つ
ろ
う

さ
ん

落
語
家笑

福
亭
松
喬
さ
ん

し
ょ
う
ふ
く
て
い

し
ょ
き
ょ
う

立
教
大
学
理
学
部
物
理
学
科
　
准
教
授

小
林
努

こ
ば
や
し

つ
と
む

さ
ん

内
」
を
企
画
立
案
、

自
ら
も
講
師
と
し
て

参
加
し
て
い
る
。
西

宮
の
埋
も
れ
た
文
化

を
再
発
見
し
、
そ
の

知
識
や
情
報
を
人
々

に
提
供
す
る
な
ど
、

本
市
の
文
化
振
興
に

大
き
く
寄
与
。

輝かしい功績をたたえて輝かしい功績をたたえて

市民文化賞・湯川記念賞市民文化賞・湯川記念賞

こ
ち
ら
か
ら
も

申
込
可
➡
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今号の主な記事

Nishinomiya City News

平成３０年（２０１８年）

 １０ ２５
１５３７号

携
帯
版
サ
イ
ト

◇
◇
◇
◇
◇
◇ ８面
南海トラフ地震に備えた訓練を実施・・・・・・・・・・・・・・・・・
にしのみや食育フェスタを開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

８面

７月豪雨、台風被害に対する支援制度・・・・・・・・・・・・・

西宮花火大会2018を開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
保健だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４面

３面
２面平成29年度決算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

６面

河内さんが企画する人気講座
「西宮文学案内」

北部地域で開催される「ゑびす
寄席」の様子


